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「 首都大学東京・ 東京都立大学日本語 ・日本語教育研究会」では、
会員制を採り、 学内のみならず広く学外の方からの御協力も賜りた＜
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研究論文、 報告、 研究ノ ート、 展望レビュ 。ー
研究会の目的と内容に合致していればテ ー マは自由である。
【書式】
a. 用紙サイズ： B5 
b. 横暑き（縦壽きを希望する場合は、 事前の相談が必要。）
c. 指定書式： 1頁 ー 38 字X38行を基準とする。（ 必ずボタン 「段落」
→ 「行 と段落の間隔」 の順で「 1.0 」 を選択すること）
d. マー ジン：上2.5cm 下3.0cm左2.5cm 右2.5cmを原則とする。
e. 1ペ ー ジ目






[>本文 小見出 しはゴチック体 (10.5pt、 太字にしないこと）、 本文
は明朝体(10.5pt) で 「 、 」 「。 」を用い て作成する。 章と章の間には
それぞれ1行 空き とする。
[>論文題 は中央寄せ 、 執筆者名は右寄せで統 一する。
f. 注は脚注に限り、 明朝体(9pt、 注の行間はツ ー ルバ ー の 「ホ ー ム」
→ 「段落」→ 「行間」→ 「固定値」 → 「OK」）で統 一する。
g. 「参考文献Jの四文字はゴチック体 (10.5pt、 太字にしないこと）、
個々の文献は明朝体(10.5pt)。 文献情報が二行以上渡る場合は、 ニ
行 は二 字空けで統 一する。
h. 参考文献と付記の間は1 空行をいれる。
i. 論文の最後に一 空行を入れて、 氏名の読みと所属（身分）を右寄せ
で記入する。 名前と名字の間に一文字のスペ ースを空ける。 氏名と




k. ペ ー ジ数をつけること。











































































総会への参加 ・ 研究大会への参加と口頭発表 ・ 学会誌への投稿 ・ 学会誌の受領•お
知らせ（メ ールマガジン） の受信。
3-3. 学生会員














































2-3. 投稿者は自らの論文の査読者になることはできない。 また、 合評会において同
論文の審査に同席できない。


































じ本文小見出しはゴチック体(10. 5pt、 太字にしないこと）、 本文は明朝体
(10. 5pt)で「、 」 「。 」 を用いて作成する。 章と章の閤にはそれぞれ1行空
きとする。
レ論文題は中央寄せ、 執筆者名は右寄せで統ーする。
f. 注は脚注に限り、明朝体(9ポイント 、注の行間はツールバーの「ホーム」→ 「段
落」→ 「行間」→「固定値」→「OK」 ）で統一する。
g. 「参考文献」 の四文字はゴチック体(10. 5pt、 太字にしないこと）、 個々の文献
は明朝体(10. 5pt)。 文献情報が二行以上渡る場合は、 二行は二字空けで統一す
る。
h. 参考文献と付記の間は1空行をいれる。




























語学 』の新名称を『日本語の研究 』としたのは、戯に 『日本語研究』や 『日本語学』が
別の学術雑誌として存在していたためで、 この前者は本誌のことである。 こうした歴史
に鑑み、首都大学東京・ 東京都立大学日本語・日本語教育研究会発足にあたり、 学会
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